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復
興
庁

被
災
者
支
援
班

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
日

本
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
は
、
被
災
者
支
援
の
充
実
の
た
め
、
国
、
自
治
体
や
支
援
団
体
等
の
被
災
者
支
援
に
携
わ

る
関
係
者
の
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
、
活
性
化
を
図
る
た
め
に
作
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。
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被
災
者
支
援
の
総
合
対
策
を
策
定

〝
被
災
者
支
援

50
の
対
策
〟

―
 

平
成
27
年
度
予
算
案

復
興
庁
は
、
１
月
23
日
、
竹
下

復
興
大
臣
を
座
長
と
し
被
災
者

支
援
に
関
係
す
る
府
省
を
集
め

た
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
会
議
を
開

催
し
、
「被
災
者
支
援
（
健
康
・

生
活
支
援
）総
合
対
策
」を
策

定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
8
月
に
策
定
し

た
「総
合
施
策
」に
つ
い
て
、
平

成
27
年
度
予
算
案
で
具
体
化
し

た
対
策
や
新
た
な
取
組
な
ど
、

〝
50
の
対
策
〟
か
ら
な
る
も
の

で
す
。

避
難
者
の
方
々
の
心
と
体
の

健
康
や
災
害
公
営
住
宅
等
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
、
支
援

施
策
の
総
合
的
な
推
進
等
に
取

り
組
む
た
め
の
具
体
策
を
ま
と

め
て
い
ま
す
。

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
、
竹
下

大
臣
か
ら
、
「
23
万
人
の
避
難

者
の
方
々
の
心
と
体
の
健
康
を

第
一
に
考
え
る
こ
と
」
と
い
う
指

示
が
あ
り
ま
し
た
。
今
号
で
は

こ
の
総
合
対
策
に
よ
る
新
た
な

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。タスクフォースで各府省に指示を出す竹下復興大臣

災
害
公
営
住
宅

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
を
弾
力
化

「
心
の
復
興
」
事
業
の
予
算
計
上

と
し
て
い
ま
す
。

予
算
額
は
59
億
円
で
、
申
請

は
復
興
庁
に
１
本
化
し
て
自

治
体
の
業
務
を
軽
減
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
交
付

金
に
よ
り
、
現
場
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
被
災
者
支
援
の
総
合
的
・

弾
力
的
な
実
施
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

こ
の
「心
の
復
興
」
事
業
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
度
の
早
い
時

期
か
ら
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
３
月
ま
で
に

は
１
次
採
択
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
け
る
よ
う
調
整
中
で
す
。

事
業
を
検
討
さ
れ
て
い
る
団

体
は
、
具
体
的
な
検
討
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
復
興
庁
か
ら

の
事
業
紹
介
や
対
象
事
業
の
説

明
・連
絡
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

被災者支援（健康・生活支援）総合対策の本文は、復興庁ホームページに掲載しています。
http://www.reconstruction.go.jp/topics/main‐cat2/20140526144504.html

被
災
者
支
援
総
合
交
付
金
を
創
設

避
難
生
活
の
長
期
化
や
、
災

害
公
営
住
宅
へ
の
移
転
に
よ
る

被
災
者
の
分
散
化
な
ど
、
被
災

地
の
様
々
な
状
況
に
対
し
て
は
、

各
種
支
援
施
策
を
総
合
的
に

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
、

被
災
者
の
見
守
り
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
、
子
ど
も
に
対
す
る

支
援
の
取
組
を
、
自
治
体
で
一

つ
の
事
業
計
画
の
下
、
よ
り
効

果
的
・効
率
的
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
「被
災
者
健
康
・
生
活
支

援
総
合
交
付
金
」を
創
設
す
る

こ
と
と
し
、
予
算
案
に
盛
り
込

み
ま
し
た
。

総
合
交
付
金
で
は
、
こ
れ
ま
で

相
談
員
の
確
保
等
に
充
て
ら
れ

て
き
た
「地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興

支
援
事
業
」や
「被
災
し
た
子
ど

も
の
健
康
・生
活
対
策
等
総
合

支
援
事
業
」
等
を
引
き
継
ぐ
こ

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
第
２
号
で

お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
災
害

公
営
住
宅
移
転
後
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
の
支
援
に
つ
い
て
、
復

興
庁
が
行
っ
た
市
町
村
等
の
意

見
交
換
会
で
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
復
興

庁
で
調
整
し
た
結
果
、
災
害
公

営
住
宅
の
整
備
の
財
源
と
な
っ

て
い
る
復
興
交
付
金
の
効
果
促

進
事
業
で
支
援
を
弾
力
化
し
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
立

ち
上
げ
支
援
を
対
象
と
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
必
要
と
さ

れ
て
い
る
自
治
体
に
お
い
て
は
、

復
興
交
付
金
の
申
請
に
当
た
っ

て
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
「心
の
復
興
」
事
業
に
つ

い
て
も
、
平
成
27
年
度
予
算
案

に
１
．
１
億
円
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

被災者支援総合対策
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平
成
26
年
度
か
ら
前
倒
し
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
被
災
者
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
が
１
月
か
ら
始
動
し

ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
で
は
、
２

週
間
に
１
回
、
復
興
庁
担
当
職
員
と
全

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
集
ま
る
全
体
会

議
で
課
題
を
把
握
し
、
対
応
策
を
考
え

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
１
月
に
も

2
回
こ
の
全
体
会
議
を
開
催
し
、
①
被

災
者
支
援
体
制
の
整
備
、
②
民
間
企
業

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
事
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
③
心
の
復

興
事
業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
の
分

野
別
に
実
施
方
針
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

東
京
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
は
、

在
京
企
業
に
よ
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
マ
ッ
チ

ン
グ
状
況
の
報
告
、
地
域
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
か
ら
は
、
地
域
別
の
実
施
方

針
の
案
を
お
聞
き
し
、
各
回
３
時
間
を

超
え
る
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
開
始
か
ら
短
期
間
で
大
き
な
進
展

が
み
ら
れ
、
今
後
の
成
果
も
期
待
さ
れ

ま
す
。

1
月
28
日
に
は
、
経
団
連
会
員
企

業
の
社
会
貢
献
の
担
当
者
が
集
ま
る

会
議
に
お
い
て
、
こ
の
「被
災
者
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
」
の
説
明
会
を

行
い
ま
し
た
。
復
興
庁
参
事
官
と
各

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
、
事
業
概
要

や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
マ
ッ
チ
ン
グ
の
進
め
方
、
各
県

に
お
け
る
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

説
明
会
に
は
、
約
１
０
０
人
の
企
業

側
の
社
員
の
方
々
が
集
ま
り
、
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

会
議
の
後
も
、
多
く
の
方
と
個
別
に
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
被
災
地
に
お
け

る
社
会
貢
献
活
動
を
行
い
た
い
と
い

う
潜
在
的
な
企
業
ニ
ー
ズ
が
ま
だ
十

分
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

被
災
自
治
体
の
ニ
ー
ズ
を
う
ま
く

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

被
災
者
支
援
も
一
層
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
が
始
動

―
 

経
団
連
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
説
明
会

Ⅰ 支援体制の充実

Ⅱ 住居とコミュニティに関する課題への対応

１．見守り等の活動の推進
新規【対策１】被災者健康・生活支援総合交付

金の創設
拡充【対策２】復興支援員の活用
延長【対策３】震災等対応雇用支援事業の延長
継続【対策４】福島県の特有の課題に対応した

相談員の確保
強化【対策５】福島県の特有の課題に対応する

ための専門人材による支援
新規【対策６】被災者支援コーディネート事業

の実施
強化【対策７】コミュニティによる見守り体制

づくりへの支援
強化【対策８】ＮＰＯ等の運営力強化を通じた

復興支援事業との連携
新規【対策９】企業ＣＳＲのマッチングの推進
延長【対策10】サポート拠点の活用促進
２．専門職種（保健・医療・福祉）の確保
拡充【対策11】医療従事者の確保・養成
継続【対策12】大学および大学病院を通じた医

療支援
延長【対策13】保健師の確保の支援
強化【対策14】保健師の確保の協力依頼
拡充【対策15】介護人材の確保の支援
３．支援者ケアの促進
継続【対策16】支援従事者の研修会
新規【対策17】支援者交流会の実施
検討【対策18】実施が活かされる仕組みの検討

４．仮設住宅とコミュニティに関する課題へ
の対応

強化【対策19】空き住戸の有効活用の促進
強化【対策20】空き住戸の改修
継続【対策21】供与期間延長の柔軟な対応
強化【対策22】仮設住宅の集約化に係る情報

提供
継続【対策23】被災地の生活交通の支援
５．災害公営住宅とコミュニティに関する課題へ

の対応
拡充【対策24】災害公営住宅の整備の加速化
継続【対策25】「工事加速化支援隊」等による

県・市町村支援
強化【対策26】コミュニティ形成への工夫の

周知
継続【対策27】住宅部局と保健・福祉部局との

連携促進
拡充【対策28】復興交付金の活用による支援の

弾力化
強化【対策29】入居者募集の工夫等の事例周知

Ⅲ 「心」の復興

Ⅳ 子どもに対する支援

Ⅴ 情報基盤の共有

６．心のケア
継続【対策30】心のケアセンターによる支援
継続【対策31】よりそいホットラインによる支

援の継続
継続【対策32】女性の悩み・暴力の相談事業の

継続
継続【対策33】ふくしま心のケアセンターの取

組等の普及
継続【対策34】自殺対策の支援の継続
７．生きがいづくり
新規【対策35】「心の復興」事業の実施
継続【対策36】大学等を活用した地域復興
強化【対策37】生きがいづくりに資するモデル

事業の支援・展開
８．「新しい東北」先導モデル事業の活用
継続【対策38】被災者支援のモデル事業の支援
強化【対策39】モデル事業の取組事例の横展開

９．子どもに対する支援
継続【対策40】被災した子供に対する総合的

な支援の推進
継続【対策41】学習支援のための教職員加配

の継続
継続【対策42】学びを通じた地域コミュニ

ティ支援の継続
継続【対策43】スクールカウンセラー派遣の

支援の継続
継続【対策44】遊具の更新・運動施設整備や

プレイリーダーの養成の支援
継続【対策45】自然体験活動や県外の子ども

との交流活動支援

１０．被災者データのプラットフォーム化
継続【対策46】被災者データプラットフォー

ム化の推進
１１．情報共有
継続【対策47】復興の進捗に応じた情報提供
新規【対策48】ニュースレターの発刊
継続【対策49】被災地の復興に向けた情報

提供
継続【対策50】福島県からの県外自主避難者

等への情報提供

新規６項目、拡充５項目、延長３項目、
強化11項目、継続24項目、検討１項目
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経団連で行われた「被災者支援コーディネート事業説明会」の様子


